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タイトル 

脳卒中者の mirror movements の起源を探る 

Evidence for a subcortical origin of mirror movements after stroke: a longitudinal study. PubMed Ejaz 

N et al.(2018) 

  

  

なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

  

・臨床上、脳卒中患者の mirror movements に興味があり、関連する文献を読みたいと思い本論文に至る。 

  

内 容 

  

背景・研究目的 

  

●脳卒中後、Mirror movements は、麻痺手が自発的に動く時に非麻痺手に現れる不随意運動です。健常人でさ

え、加える力のレベルに比例して増加する、幾らかのレベルの Mirror movements を示します。 

  

●mirroring は、脳卒中後に特に顕著で、患者が麻痺手を動かそうとする試みにより頻繁に起こり、非麻痺手で

の誇張された不随意運動が生じることが多い。 

  

●Mirror movements の時間経過に伴う発生および発展は、運動系の脳卒中後の再編成の潜在的な窓を提供しま

す。この潜在的な重要性にもかかわらず、脳卒中後の Mirror movements の時間経過およびパターンを注意深

く特徴付けた研究はなく、この現象の起点についてはほとんど知られていません。 

  

●Mirror movements の 1 つの可能性として考えられる原因は、脳卒中後の非損傷半球の過活動化のために起こ

ることです。この過活動は不適当であるか、または麻痺手の補償的な制御を提供するために存在する可能性が

あります。それらは、脳幹から生じる皮質経路（すなわち、赤核脊髄路、網様体脊髄路）が、皮質脊髄の損傷

に続く手機能の実質的な回復の基盤を提供することができることを示しました。 

  

●皮質下経路の両側性の組織は、 mirror movements を生成するのに理想的に適しています。 

  

●いずれにしいても、非損傷側の sensorimotor areas における活動は、交差した皮質脊髄路を介して非麻痺手

を活性化することによって Mirror movements をもたらします。 

  

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29394326
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29394326


●機能的 MRI 研究では、脳卒中後の非病変側の sensorimotor areas における活動の増加を報告しています。も

しくは、脳卒中後の Mirror movements は、制御に寄与する系統発生的に古い皮質下の運動回路の活性によっ

て引き起こされる可能性があります。 

  

●Mirror movements は、以前は非損傷半球の sensorimotor areas の過活性に関連しているとされていまし

た。今回の研究では、mirror movments は皮質下を代わりに起源とするのかもしれないとし、皮質下を起源に

麻痺手をアップレギュレーションする際の皮質下の運動経路の副産物であると仮説をたてました。 

  

●研究目的は、非麻痺手の脳卒中後の mirror movements が皮質または皮質下に生成されるか否かを決定する

ことでした。 

  

●53 人の初発の脳卒中者の mirroring の時間経過を記録し、それを病変および非損傷半球の sensorimotor 

areas における活動の時間経過と比較しました（fMRI を用いて測定）。 

  

 

 

 

 



結果 

  

 

●非麻痺手の mirroring は、脳卒中後早期に著明に観察されました（第 2 週）、しかし時間経過に伴い消失して

いきました。mirroring の皮質モデルに反し、時間経過による行動変化を説明することができる皮質過活動の証

拠は見出されませんでした。 

  

●mirroring 中、非麻痺手の指は広く動員され、一致した指の mirrored forces は一致しない指の mirrored 

forces よりわずかに大きかった（1.76 倍）。 

  

  

●回復過程において、患者のミラーリング中の指の recruitment pattern は、対応する指の mirroring pattern の

ように見えましたが、そのシステムはコントロールにおける mirroring を担うシステムが脳卒中後にアップレギ

ュレートされることを示唆しています。 

  

●損傷後の最初の 2 週間に、麻痺手による個々の指先のプレスは、非麻痺手に大きな力をもたらし、1N の随意

的な力で平均 0.051N の mirror movements を生じさせました。対照的に、コントロール群におけるミラーリン

グは、患者よりも有意に低値でした。患者の mirroring は、その後、時間とともに減少しました。脳卒中 6 ヵ月

後でさえ、mirroring は対照群と比較してまだわずかに大きい状態でした。 

  



 

●mirroring が実際に非損傷側の sensorimotor area の過活動化によって引き起こされた場合、活性化の時間経

過は、以前に定量化された mirroring における時間経過の変化に類似するはずです。このアイデアをテストする

ために、同じ研究集団（表 1; 35 人の患者、12 人の対照群）からの参加者のより小さいサブセットにおいて、

S1 / M1 の手領域における誘発活動を測定するために機能的 MRI を使用しました。参加者は、MRI スキャナー

内で個々の 個々の指先プレスを実施しましたが、結果として得られた S1 / M1 における BOLD 応答は、回復

の間ずっと安定していました。 

  

 



私見・明日への臨床アイデア 

  

●脳卒中後は、生まれたての赤ん坊のように、大脳皮質が十分に正しく働いていない状況で、皮質による皮質

下の抑制が低下し、普段は成人では隠されている部分が赤ん坊のように現れてくるということか？皮質による

コントロール能の向上が mirror movment を抑制するのか？さらにイメージを作るため、学んでいきたい。 
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